
小 学 校

平 成9年 度

教 育研 究員研究報告 書

体 育

東 京 都 教 育委 員 会



教 育 研 究 員 名 簿 第42期

第二分科会第一分科会

地 区 学 校 名 氏 名 地 区 学 校 名 氏 名

港 区 青 南 小 高 橋 壮 昌 中 野 区 鷺 宮 小 口橘 川 誠 一

新 宿 区 余 丁 町 小 ○北 村 雅 之 杉 並 区 杉 並 第 五 小 ○那 須 郁 夫

文 京 区 根 津 小 石 鍋 眞理子 北 区 第 三 岩 淵 小 北 野 扶美子

江 東 区 水 神 小 加 藤 純 一 板 橋 区 板 橋 第 五 小 本 橋 勝 則

品 川 区 鈴 ケ 森 小 滝 渕 正 史 板 橋 区 稲 荷 台 小 村 山 満
・大 田 区 小 池 小 指 宿 孝 子 練 馬 区 小 竹 小 宍 戸 敏 和

大 田 区 入新井第一小 口野 村 正 司 練 馬 区 練 馬 第 三 小 山 下 靖 雄

世田谷区 代 田 小 千 葉 貴 樹 足 立 区 千 寿 第 三 小 吉 野 達 雄

江戸川区 小 松 川 小 西 木 一 志 足 立 区 中 川 小 貝 原 俊 明

江戸川区 鎌 田 小 中 西 文 男 葛 飾 区 住 吉 小 森 谷 信

第四分科会第三分科会

地 区 学 校 名 氏 名 地 区 学 校 名 氏 名

三 鷹 市 第 三 小 C]白 旗 和 也 八王子市 恩 方 第 一 小 口清 野 文 夫

府 中 市 若 松 小 山 田 勇一郎 八王子市 山 田 小 ○又 賀 勝 ・義

調 布 市 第 二 小 高 橋 徹 青 梅 市 第 一 小 ◎篠 山 耕 一

東村山市 萩 山 小 ○川 田 悦 子 小 平 市 上 宿 小 及 川 勝 雄

保 谷 市 泉 小 岡 本 昌 子 日 野 市 日野 第 七 小 石 見 明 彦

多 摩 市 聖 ケ 丘 小 上 部 雄 太 国 立 市 1国立第 ゼ 小 山 本 剛 秀

稲 城 市 長 峰 小 山 川 裕 東大和市 第 二 小 山 縣 弘 典

瑞 穂 町 瑞 穂 第 三 小 山 田 晴 康

口副世話人○世話人◎総世話人

担当 教育庁体育部体育健康指導課 指導主事 海 東 元 治

教育庁体育部体育健康指導課 指導主事 杉 原 昇



目 次

1

皿

皿

研究主題

研究主題設定の意図

研 究 の 構 想

研 究 の 内 容

1調 査 研 究

(1)

(2)

(3)

(4)

2基 礎 研 究

(1)

(2)

(3)

調査の 目的

調査の方法

調査結果 と考察

調査結果 のま とめ

体力 の とらえ方

体操学習 の進 め方

体操の特性

3研 究の視 点 と実践事例

(1)学 習 過 程 の工 夫

〈第5学 年 前期 の学 習過程例 〉

〈 「っ か む段 階 」 の工 夫 〉

〈第5学 年後期 の学習過程例 〉

〈第5学 年の学 習過程の考え方 〉

〈第6学 年 前期 の学習過程例 〉

〈発展 的な学習過 程の工夫 〉

〈第6学 年 後期 の学習過程例 〉

〈第6学 年の学 習過程の考え方 〉

(2)授 業 事 例

〈授 業事例① 〉

〈授業事例② 〉

〈授業事例③ 〉

〈授業事例④ 〉

(3)運 動内容の工夫

競争的 に取 り扱 う

高 める段階(第5学 年)

っかむ段階(第6学 年)

高 める段階(第6学 年)

「っかむ段階 」の工夫(第5学 年)

① 基 になる動 きの設定

② 基 になる動 きの発展

14)

Vま とめ

評価の工夫

〈力強い動 きを高めるための運動 〉

〈動 きを持続す る能力 を高 あるための運動 〉

〈体の柔 らか さを高 めるための運動 〉

〈巧みな動 きを高めるための運動 〉

i

2

2

3

4

4

4

4

4

7

8

8

8

9

0

0

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

6

7

8

8

9

0

1

2

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2



1研 究 主 題

自分のよさを生か し、自ら進んで力いっぱい運動に取 り組む体育学習

体操の指導を通 して

II研 究 主 題 設 定 の 意 図
一 これか らの変化の激しい社会を生きていく児童に付けていきたい資質や能カー

《よりよく問題を解決 していく力》 《豊かな人間性》 《たくましく生きるための健康や体力》

r生 き る 力 』 ◎体育の学習を進める中で、どのように

具現化していくかが問われている。

【研究主題の意図】

自 分 の よ さ を 生 か す

一[織1
悩

1
・自分に自信をもつ

。学習意欲の向上につながる

1

◎ 自分のよさを生かし主体的に行動する

(「よさ」 を広げる)

自ら進んで力いっぱい運動に取 り組む

・運動の楽しさを実感する

1

叢 漕 む
よ り よ い 体 育 学 習 の 創 造

【研究副主題の意図】

体 操 の 指 導 を 通 し て

《児童の現状》
・遊びの状況の変化

・体を動かす機会の減少

・生活や行動様式の変化

1

◎児童の体力低下の傾向に

歯止めがかか らない

→

操の指導

・体操の必要性の理解

◎体操の指導の充実

←

《体操の指導の実態》

◎指導が難しい
・児童の意欲を引き出 しにくい

・学習過程や指導方法がよく分

か らない

1

◎体操の指導が定着していない

【研究の視点】

このような考え方に立ち,研 究の視点 として以下の三点を挙げた。

○一人一人のよさが生き,自 ら進んで体力の向上を目指す学習過程

○自ら進んで力いっぱい取り組むことができる運動内容

○一人一人のよさが生き,体 力の高まりが実感できる評価

一2一



皿 研究の構想

生涯体育 ・スポーツの視点 体育科の 目標

体 操 の ね らい

体育科の今日的課題

体育部会研究主題

自分のよさを生か し,自 ら進んで力いっぱい運動に取り組む体育学習

体 操 の 指 導 を 通 し て

・先行研究

・体力のとらえ方

・体操学習の基本的な考え方

・児童の実態調査

・教師の実態調査

目指す児童像
・自己の体力を知り,体 力に合っためあてをもって運動に取 り組む児童
・めあての実現に向けて考えながら運動に取り組む児童

・互いに勤きを見合い,励 ま し合ったりよさを認め合 ったりしなが ら運動に取り組む児童
・自己の体力の向上を目指 して力いっぱい運動に取 り組む児童

・自己の体力の向上や,健 康の保持増進に関心をもって日常的に運動に取 り組む児童

研究の仮説

体操の学習における支援の在 り方を次の視点で明確にすれば,児 童一人一人のよさが生

き,主 体的な学習活動が展開され,目 指す児童像につなが っていくであろう。

研究の視点

く学習過程〉

一入一人のよさが生き,自 ら進んで

体力の向上を目指す学習過程

!
〈運動内容〉

自ら進んで力いっぱい取り組む

ことができる運動内容

～
一人一人のよさが生き

,体 力の

高まりが実感できる評価

実証授業 ・分析 と考察

3



N研 究 の 内 容

1調 査 研 究

(1)調 査 の 目的

体 操 領 域 に お け る児童 及 び教 師 の意 識,並 び に指 導 の実 態 を調 査 し,研 究 を 進 あ る基礎

資 料 とす る。

(2)調 査 の 方 法

① 調 査 期 間 平 成9年6月 中旬 ～7月 下旬 ② 調 査 方 法 質 問紙 法 に よ る

③ 調 査 対 象 と対 象 者 数 児 童 第5学 年:男 子1,172名,女 子1,174名 計2,346名

第6学 年:男 子1,276名,女 子1,162名 計2,438名

(3)調 査結 果 と考 察 教 師:777名

(児童)(教 帥)

あなたは体力かある方だと思いますか あなたの学級の児毫は体力かある方たと思いますか

体力があるとは

思わない
6%

あまり体力がない

44%

とても体力がある

796

体力がある

43%

＼ 〆

(児童〉

ノ
(児面

＼
あな たは体 力をつ けた い と思 〆)ていキす,い あ なたが 体力 だ と思 っ ぐい るこ とは とん な こどてす か

60%;v5g%
55%

ae%45覧45%

あまり体力をつけたい
とは思わない9%

体力をつけたい
47%

体力をつけたいと
は思わない2%

とても体力をつけたい
42%
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(児童)

体育の授業で 「体操の学習」をします、

どんな運動をすると思いますか

準 備 運 動

マット運 動

柔 軟 運 動

跳 び箱 運 動

組 体 操

鉄 棒 運 動

なわ とび運 動

持 久走

0%20%40%60%
・'i

ss%

72%

(教師)

＼

体操領域の授業はしやすいですか

一,

生 、

f

(教師)

〈主に学習過程に関する内容〉

○児童が体操学習のねらいを理解 しやすい学習過程を考える。

○主体的に学習を進あ、体力の高まりを実感できる学習過程を考える。

○教師に分かりやすく、児童の興味 ・関心に応 じられる学習過程を示す。

ノ
体操領域の授業をとのよ うに扱っていますか

＼
(教師)

指導 しにくい理由は何ですか

匿体操だけで45分
圏他領域との組み合わせ
囲上記の両方の扱いをしている

/"}「 ㎝　 T'一 1[

i一
' ・㌧: ・'・'・ ● ・'・ 「 ・ ㌦:・'・'

冴:

3%:
・

,,,齢

82%… ………酌

一

1

11
,隔 凸 陰

1

2494
1-一一一一■一一囹 一

./ノ'
'「L

ai%
Y//r1

…

:

:65%

[
ノ弘

,/`

/

//
1/1/1/./

7L-・ 一一 γ 一

意欲 を持 続させ にくい

平成4年 度

興 味 、関 心 を引 き 出 しにくい

運動 の 楽しさを妹わ わ せにくい

体 力 の高ま りを実 惑 しにくい

めあてをもた せ にくい

o% 20%40%60%80%

平成9年 度

0%20%40%60%80%100%

動 きを高 めにくい

運動 内 容が 分か りにくい

場 の準 備が しにくい
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(児童)

どのような体育の学習をしたとき 「楽 しい」と感 じますか

0% zo% 40% so% 80%

(教師)

体操の授業で重視 したいことは何ですか

自分の記録が偉びたり動きが高まったとき

力いっぱい体を動かして学習できたとき

ゲームで勝ったとき

友達と協力し合って学習できたとき

自分が活躍 できたとき

学習する内容がよく分かったとき

友達や先生にほめられたり励まされたりしたとき

自分のめあてをもって学習できたとき

自分で計画を立てて掌習できたとき

自分で工夫して掌習できたとき

学習・一・や・料・使・て学 習・きた・弔 ・・

、

63%

ox

運勤の楽しさ

運動内容の工夫

めあてのもたせ方

体力の必要性

日常化への工夫

運動量の確保

児童相互の学び合い

学習遇程の工夫

助言の工夫

カードや資料の活用

を ノ 酬 方4%

20 40弘60X

-

52%

(児童)

体育学習の中で自分のよさだと思うものは何ですか

(教師)

なぜ、よさを見つける必要があると思いますか

oxzaxaoxsoxsoxox

-{「

得 慧 な 運 動 が あ る63% 自 信 をもて る

運 勤 す る こ と が 好 き';54%

どんな。 。。 、.生 。 命.す る138%1進 んで鮒 るようになる

i

でき るまで鍍 で も網 す る{34%1日 舳 に闘 す るようになる

・分・ 合 ・ため あ・ を・ え ・ ・li、 分 。体 。。 。幡 つ

1
友達 に鮒 いた こと を教 え られ る27%i

友運。。。・・ろを。_れ るi,27%学 ㈱ 剛 ることができる

… 後片・幟 んでする ■19%i真 剣に運㈱ ようになる

ルール・・蹴 ・・夫す・ ■ 瞬9%1… 。
。。,。 心が。つ

謂1灘 爵 ＼
〈主 に評 価に関す る内容 〉

○互いのよさに気付き、認め、

○児童が自信をもち 主体的に学習に取 り組む

loxaoxsaxaox

2zx

21X

18%

/　 びる■15X

広げ られるような評価の在 り方を考える。

とにつながる評価の在 り方を考える。

一6一



(4)調 査 結 果 の ま とめ

児童の調査結果と考察のまとめ 研 究 の 視,点 教師の調査結果と考察のまとめ

6年 生の児童においては、体
操学習についての認識が十分と
は言えない。体操領域につい
て、ねらいや運動内容を正 しく
踏まえた学習が展開されること
が大切である。

体操の学習を 「指導しにくい」
と答える傾向にある教師が6割 い
る。指導しにくい理由として7割

鵯鰹蓉襲館醗難議
をもち、より主体的に取り組める
学習の進め方を考えていく必要が
ある。一人一人のよさが生き,進 んで

体力の向上を目指す

学 習 過 程

5、6年 生 の9割 の 児 童 が

誰礁報鶴t宅罪翻呂
高まりや体力を高めるための学
び方を身に付けるようにしたい。

ノ
体操領域の授業を 「他領域との

組み合わせで行っている」と答え

瀦騨 羅誓災1Σ軸讐鑛誇
に進めていくためには.1単 位時
間(45分)を 通した学習が必要
である。

「友達との教え合いを通して
よさが発揮できる」と考えてい
る児童が7割 近くいる。友達と
のかかわり合いを重視した学習
を展開したい.

体操学習で重視したいこととし

下を謂懲響遷飛魑最言
組め、楽しさを味わえる運動内容
が重視される。また、4割 の教師
が 「運動内容の工夫」をあげてい
る。十分に工夫でき、体力の高ま
りにつながっていくような発展性
のある運動内容の工夫が必要であ
る.

児童は体育学習の楽しさを、「
記録の伸びや動きの高まりが

確かめられたとき」、 「力いっぱ
い運動に取り組めたとき」な

どに感じている。体操学習にお
いても力いっぱい取り組み、体
力の高まりが実感できるような
運動内容の工夫が必要である.

自ら進んで力いっぱい取り組む
ことができる

運 動 内 容

r

4年 生までの運動経験か ら
「場の設定や用具の準備が容易

な運動」、「友達とのかかわり合
いのある運動」に楽 しさを感 じ
る傾向が見られる。体操の学習
においても、運動内容を考える
際に、これらの点に配慮したい。
、

体力づくりのために、5割 の教
師が 「体育の時間の運動量の確保
」に心がけている。運動量が確保
され、力いっぱい取り組める運動
内容の工夫が必要である。

よ さ を 見 付 け る こ と に よ り、
「児 童 が 自信 を もち、 その 結果 進

体育の学習で、児童は自分の んで 学 習す るよ うに な る」 と考 え

よさを多穣な観点からとらえて ている教師が7割 いる。教師は児
い る.体 操 の学習 に おい て も、 童の主体的な学習を支えるため
一人 一 人の よ さに気 付 き 、認 め に、一 人 一 人 の よ さを 見取 り、 適

露窪鶴建腰瑠 毯為
ような自己評価の工夫が大切で
ある。

＼ 一人一人のよさが生き、体力の
高まりが実感できる

切に助言や賞賛をしていくことが
大切である。また、児童自らがよ
さに気付いたり、よさを発揮でき
るような学習資料の工夫をしたり

評 価 して い くこ と も大 切 で あ る。

児童の6割 は、 「自分の記録
が伸びたり、動きの高まりが確 児童の体力について、8割 の教
かめられたとき」に体育学習の 師は 「体育の授業の様子」から観
楽しさを慈Dて いる.体 操の学 察し、判断している。体操学習に
習においても、児童が自己の体 お いて は、教師 が児童 一人一 人の
力の高まりを実慈できるような 体力の高まりをより適切に把撮で
評価が重要である. きるような評価が必要である.
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2

(1)

基礎研究

体力の と らえ方

た くま しく生 きるための健康や体力

た くま しさ;体 の面の た くま しさととらえるだ けではな く,情 意面のた くま しさ,例

え ば自分の進む道を 自分で切 り開いて い くことや,温 か な人 と人 とのっな

が りの中で 自分を律す ること,苦 しい ことにもあ きらめず に挑戦す る態度

な ども視野 に入れ る。

号
体 力

日常生活を送 る際 に必要な様 々な動作を支え,走 る ・跳ぶ ・投げ るな ど運動の基礎 と

なる身体的要素だ けで な く,精 神的要素 も含 めて人間の生活活動の基盤 とな る諸能力。

体力

身体的要素

行動体力

態螺

能

格

勢

筋力 ・瞬 発力

、久 力

(体操学習の運動 内容)

1力強い動 きを高め るための運動

調整妊 識.協 応性

柔軟性

動きを持続する能力を高めるため

の運動

竺]一 巧み鋤 きを高めるための鋤

精神酬
防衛体力

図1体 力の構成要素と体操学習で取り上げる運動内容

1体の柔 らか さを高め るための運動i

酬 灘ぜ1　　

行動体カー[ll

精神的 ス トレスに対す る抵抗 力

(参考;福 田 ・猪飼)

(2)体 操学習の進 め方

体操 は体の働 きを維持 した り,増 進 した りす るためにっ くられた運動であ り,小 学校体 育

で は図1に 示 した4つ の運動 内容が取 り上げ られて いる。 これ らの体力を高 あるためには,

児童一人一人が

・体力 とは何かが分か る。

・自分の体力が どの程度なのかが分か る。

・体力を高め るため にはどの ようにすれ ばよいのかが分 かる。

ことが大切であ る。 これ によって児童 は力 い っぱ い運動 し,r数 値の伸び』やr動 きの高 ま

り』等 によ って体力の高 まりを実感す ることがで きる。
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基 動

知

・自分 に合 った運動の仕方 を見つ けた り,工 夫 した りす る。
・自 ら選 んだ り決定 した りして学習 の計画 を立 て る

。
・友達 と教え 合 い励 ま し合 いなが ら運動 す る。

[工夫 して取 り組む]

体 力

数 値 の 伸 び 動 きの 高 ま り

体操の必要性 と体力の高め方を理解する
図2体 操学習の進あ方

図2に 示 した体操学習 にお いて児童一人一人が 「進 んで体力づ くりに取 り組 む」 ことによ

り,生 涯 にわ た って健康 な生活 を送 るための基礎が培 われ る。そのためには下記 の点 を重視

し,1単 位時 間(45分)を 通 した学習が必要である と考え る。

◇ 自分 に合 っためあて に取 り組み,数 値の伸 びや動 きの高 まりを確かめた り,自 己の

学習 を十分 に振 り返 った りす る。

高 める体力 にっいて運動 を選択 ・決定 し,学 習計画を立て進んで運動 に取 り組む。

体力を安全 に効果的 に高 めるために,十 分 時間をか けて取 り組む。

友達 と教 え合 った り励 ま し合 った り しなが ら運動す る。

(3)体 操の特性

① 体操の学習

・体の動 きを維持 した り高 めた り,健 康を保持 した りす ることを直接 のね らい とした運動

で ある。

・体力 を高 めたい とい う必要充足 に基づ く運動 である
。

・一人一人の体力 や能力 に応 じて
,運 動の仕方 や用具 を工夫で きる運動である。

・ルールによる運動の制約が な く,目 的 に応 じて内容 を選ぶ ことがで きる運 動である。

・動 きの合理性 を見付 けたときに
,よ りよい動 きが で きる運動であ る。

② 体操学習の楽 しさ

・友達と競争的に運動する楽 し

さ。

・音 楽(リ ズム)に 合わせて動

く楽 しさ。
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3研 究の視点と実践事例

(1)学 習過程 の工夫

〈第5学 年 前期の学習 過程例 〉 9時 間扱い(つ かむ段階3時 間 高あ る段階6時 間)

123
…456789

1

っ か む 高 め る

○選択 した動きに取 り組む○体操の学習を知 る

「体操 ってどんな学習?」 「体力 って何?」

○基になる動きを知 る

巧みな動き高める

ための運動を1つ 選択

/

振 り返 り

巧みな動 き高める

ための運動 もう1っ 選択

/

振り返 り

○学習 ノー ト

の使い方を

知る

bb

O基 になる動 きに取 り組み,

自分の今の力を知る
b b

力強い動きを高める

ための運動を1つ 選択

/

振 り返り

力強い動 きを高める

ための運動もう1つ 選択O
・タッチコーン〈巧み〉

・垂直跳 び〈力強い〉

d
/

振 り返 り

b

0

・長なわ跳び〈巧み〉

・砂袋運び〈力強い>

0

・馬跳び〈巧み〉

・押 しず もうく力強い〉

前期の

知識理解

のまとめ

b
…◆学習計画の立て方
1

○体力にっいて

の知識理解

・体力の

高め方は?

[つ かむ段階の基 になる動きの中か ら1//

」

知識 理 解 の 内 容

体力って何?456時

巧みな動 き1っ を選択

力強い動 き1っ を選択

789時

巧みな動 き1つ を選択

力強い動 き1つ を選択

・体操 って どんな学習?

・体力の高め方は?

・自分の体力が分か ったかな?

・体力を高めることのよさは?

「体力を高め る運動 って楽しいそ」

「数値が伸び,動 きが高まるぞ」

bd Aさ ん の 例

○学習を振 り返 り,

自分の体力を知 る

学習計画を

立てる

タッチコーン

砂袋運び

馬 跳 び

垂 直 跳 び

「っかむ段 階」の工夫

〈体操への動機付けを重視 す る学習過程(つ かむ段 階)例 〉

1 2 3

つ か む

○体操の学習内容
を知る

○運動を競争的に楽しむ

「

,

.

-

,

,

き

」

動
び

な
跳

み
馬

巧
「

↓

力 強 い 動 き
「押 しず もう」

「垂直跳 び」

巧 み な 動 き
「タ ッチ コー ン」

「長 な わ 跳 び 」

工

力 強 い 動 き
「砂 袋運 び」

(P14参 照)

b

○基になる動きで
楽しむ

・やってみたい動

きに取り組む

b

○体 力の ま とめ

(知識 ・理 解)
・児童 な りに と ら

え て きた体力 の

考 えを 「巧み 」

と 「力強 さ」 に

分 類 し,体 力 に
っ いて ま とあ る

a

○学習を振り返り,体 力にっいて考える

0学 習ノートの使い方を知る

b

学習計画を立てる

具体的な工夫にっいて

O外 発的動機付けの重視
4年 までの運動経験を踏まえ,

外発的動機付けとして競争的な運
動を取り入れた。そしてまず意欲
的に運動に取り組み,運 動の楽し
さを十分に味わってから体力の必
要性に気付き,内 発的に動機付け
られて,体 力を高めようとするこ
とにっながればと考えた。

○ 「運動 してか ら考え る こと」の重
視

自分 に とっての体 力の必 要 を感
じて こそ,自 発的 自主的 な活動 が

生 まれ る。っ ま り,自 ら獲得 した

必 要性 こそ,必 要感 とな り,自 ら

の行動 を起 こす要 因 とな ると考え

た。(体 力 の必要性 の 自 己獲 得)

そ こで,運 動 を通 して体 力に着

目 し,自 らの思考 を通 して体 力を
と らえ,そ の必要 性 を実感 し,自

らの 必 要 感 に っ な が る よ う に し

た。

※ 「巧 みな動 き」 とは 「巧 みな動 きを高 め るため の運動 」で,力 強 い動 き とは 「力強 い動 きを高 あるた あの運動 」 の
ことであ る。

※ 二重 け い線 は,「 知識 ・理 解 を図 る時間 」 とな る。
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〈第5学 年 後期 の学習過程 例 〉 8時 間扱 い(っ かむ段階2時 間 高め る段階6時 間)

『
虚

毎

一
○っかむ段階は,

前期の学習を生かして
2時 間扱いになります。

○運動の組み合わせは,

動きの持続

体 の 柔 らか さ
「前 屈 ・後 屈 」

動 きの 持 続
「リズ ム ステ ップ 」

鷺翻
体 の柔 らか さ

「側 屈 ・捻転 ・開 脚 」

学習計画づ くり

※ 「体 の柔 らか さ」 と は 「体 の 柔 らか さを

高 め る ため の 運動 」 で,「 動 きの持 続 」

とは 「動 きを持 続 す る能 力を 高 め るた め

の 運 動 」の こ とで あ る。

○高 め る段 階 は,

一345時

体の柔らかさ

‡(前 半)

動きの持続

678時

体 の 柔 らか さ

‡(後 半)

動きの持続

の運動の組み合わせで,学 習の進め方
は前期と同じです。

08時 間 目の最 後 に,
5年 生 と しての 知識 理 解 の

ま とめ を します 。

◆体操学習のまとあ
・体力の高め方は分かったかな?
・自分 の体 力 は どの くらい高 ま った?

・体 力 を高 め る ことの よ さ は?

(体 力向 上 の必 要性)
・これ か ら も体 力 を高 め る運 動 を しよ う!

(日常 化 へ の動機 付 け)

《第5学 年 の学 習過程 の考 え方》

学 習 計 画(児 童の選択の場の重視)に 沿 っ た
高 め る 段 階 の 展 開

〈Aさ んの学 習計画例(前 期)〉

になる動 き
・巧 みな動 きを高め るた めの運 動一

長 なわ跳 び 馬跳 び

タッチコー ン、
・力強 い動 きを高め るた めの運 動・

垂直跳 び、押 しず もう

砂袋運 び

⇒
鷺

41516 71819

押 しず もう(力) 馬跳び(巧)

長なわ跳び(巧) 垂直跳び(力)

単 元 の ま と め で お さ え る こ と

・ 「体力 は高 まったかな
。」

(体 力向上の確認)

・ 「体力 を高め ることって大切だね。」

(体力 向上 の必要性 の確認)

・「体力 を高 めるにはこんな方 法があるんだ
。」

(日常的 な体力 向上の方法 の把握)

噛高 め る 段 階 の ポ
:イ ン ト

つ か む 段 階 ・φ'ポ ・イ ン .、ト

懸霧 蕪
灘灘灘 耀

○体操学習 との出合 いの工夫

(学 習A>一 一 一一 一一」一 一 一(学 習B)

・体操。て去んな学習〉 〈競争。。運i。 楽、む〉

・体力 。L何,〉 〈 体力。要i。 気付,〉

・基・糊L。 取,組 み.体 操,て ど1んな学習 〉

自分の力轡 竺

学 。 計 画_」
'雛 灘 寂鶴 ・『

4つ の 運 動 内 容 の 扱 い 方

04つ の運動内容はどれも同じ時間を配当する
。

驚 餅欝 難難1継 ・墓翁
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〈第6学 年前期の学習過程例 〉 8時 間扱い(っ かむ段階2時 間 高める段階6時 間)

1・2
r

345678

っ か む 高 め る

・体操の学習内容 ・運動内容の確認
の確認2っ の運動内容
「体力について」 の方法と高め方
「体操の効果」

[巧 みな動 きを高 め るための運動 ・基 に なる動 き]馬
跳 び 長 なわ跳 び タ ッチ コー ン 短 なわ跳 び

ボ ールの投 げ上 げ と り バ ンブー ダ ンス
/

1

6っ の基 にな る動 きか ら1つ

基になる動き
を選 択 し,

運動 す る。i体 力の 高ま りの確認

他 の1っ を
選 択 し,、
運 動す る。i体 力 の高 ま りの 確認

懸 義聡 〔顯 〕

〔驚馨契蕩 〕 〔欝 零契蕩 〕

振 り 返 り 振 り 返 り

[力強い動きを高めるための運動 ・基になる動き]
垂直跳び 押しずもう 砂袋運び 登り棒
膝をついた姿勢での腕立て伏せ

5っ の基 にな る動 きか ら1つ

:
を選択 し,

運動する。i体 力の高まりの確認

他 の1っ を
選択 し,,
運動す る。1体 力の高 ま りの 確認

学習計画づくり○学習 を振 り返 る。 ○
・自己の体 力 にっ

いて 感 じた こと ・2つ の運動 を選

をま とめ る。 択 し,3時 間ず
っ計 画す る。

振 り 返 り 振 り 返 り

印

学習のまとめi学 習計画の見直し 学習のまとめi日 常化の意識

一 発展的な学習過程の工夫

〈第5学 年での体操学習が十分 なされ,発 展的な学習が可能な例 〉

自己の体力 に応 じて運動内容 ・運動を選択 し,1年 間を見通 した計画を立てて取 り組む。

1 2

つ か む

04っ の運動内容の 「基 になる動 き」

を行 い,自 公 の体 力を知 る。

○ 自分 の体 力を見つ め,視 点 を明確に

して学 習計画 を立て る。

3～,16

高 め る

○学習計画に基づき,め

あての達成に向けて力

いっぱい運動する。

[学習計画例]Aさ ん 「柔 らかさを高 めたい。コ

期 前 期 後 期

回 3.4.5 6・7・8 11・12.13 14・15・16

前

半

巧 み 柔 ら か さ 巧 み 持 続

タ ッチ コー ン 前屈 ・後屈 ・開脚 長なわ跳び ペ ー ス 走

後

半

力 強 さ 力 強 さ 柔 ら か さ 柔 ら か さ

揮 しず もう 砂 袋 運 び 前屈 ・後 屈 ・開脚 前屈 ・後屈 ・開脚

◇ 「基になる動 き」を実態 に応 じて絞 り込み

提示す る。

[提示例コ

タッチ コー ン,長 なわ跳 び,前 に曲

げ る ・体を反 らす ・足 を開 く,押 し

ず もう,砂 袋運 び,垂 直跳 び,ペ ー

ス走

◇ 学習計画を立て る際の視点
・体力(運 動内容)の どんな点(運 動)を

高めたいのかを明確 にする。
・4っ の運動内容すべてに取 り組 む。
・前半 と後半で違 う運動 内容に取 り組む。

・体力 に合わせ,運 動 内容の組 み合わせを

考え る。

9・10回 目[後 期]

前期 の学習以降 日常的 に運動に取 り

組んだ後 の自分の体力 と伸 びを知る。
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〈第6学 年後期の学習過程例 〉 8時 間扱 い(っ かむ段階2時 間 高める段階6時 間)

i ● 2

つ か む

106年 後期の体操学習の確認1
・基 にな る動 き

・効果 的 な高め方

○基になる動きに取り組み,自 己の

今の体力を確かめる
[動きを持続する能力を高めるための運動(持 続)]
[体の柔らかさを高めるための運動(柔 らかさ)]

「ペ ー ス走J

↓(持 続)

「前 屈 ・後 屈1

↓(柔 らか さ)

「リズ ムス テ ップ 」

(持続)
・正 確 な動 き,心 拍数 測定

方 法 の確認

10学 習の振り返り1
・自己の体 力にっ いて 感 じた

こと

「ペ ー スなわ跳 び」

↓(持 続)

「側屈 ・捻転 」

「開脚 」(柔 らか さ)

10学 習の振 り返 り1
・自己の体 力 にっ いて

感 じた こと

○学習計画を立てる
・運動 の選 択

345 678

高 め る

10選 択した動きに取り組む1

体の柔らかさを
高めるための運動①

振り返り

動きを持続する能力を

高めるための運動①

振り返り

学習のまとめ
[計画の見直し}

[学習計画例]

体の柔らかさを
高めるたあの運動①

振り返り

動きを持続する能力を
高めるための運動①

振り返り

運動 を選択(柔 らか さ5を 自由に組 み合わせ,

持続 か ら1つ)し,3時 間ずつ取 り組 む

3.4.5 6.7.8

前屈 ・後屈 ・開脚 捻 転 ・側屈 ・開脚

ペー ス走 リズ ムステ ップ

b8時
体操学習
のまとめ

・必要性
・効果的な高

め方
・健康な生活

への意識付

け

《第6学 年 の学 習過程の考え方》

学 習 計 画(選 択の幅の拡大)に 沿 っ た
高 め る 段 階 の 展 開

O基 本 的な学習過程

基 にな る動 き
… 巧 み な動 きを高 め るための運動 一 一 ・・…

ボールの投 げ上 げと り、馬跳 び、タッチ コー ンi

長 なわ跳 び、短 なわ跳 び、バ ンブーダ ンス

〈Aさ んの学習計画例(前 期)〉

一・力 強 い動 きを高 めるた めの運 動一・…一

垂 直跳 び、押 しず もう、砂 袋運 び、登 り俸

海 をつ いた姿勢 での腕立 て伏せ

b

選択

b

O発 展的な学習過程

になる動き(そ れぞれから提示
・巧みな動 きを高めるための運動

・力強い動 きを高めるための運動

・体の柔らかさを高めるための運動

・動きを持続する能力を高めるための

踊

31415

登 り棒

(カ)

馬跳び

(巧)

61718

タ ッチコー ン

(巧)

砂袋運び

(カ)

〈Bさ んの学習 計画例(「 もっ と筋力 をつ けたい。」)〉

択羅

34567811112131141S16
垂直跳び 曲げ反 らし 砂袋運 胡長なわ跳び

(カ)開脚(柔)(力)(巧)
タッチ 砂袋運び ペース走 ペース走

コーン(巧)(カ)(持)(持)

2年 間 の ま と め で お さ え る こ と
・「2年 間でどのくらい体力が高まったかな。」

(体力向上の確認)

・「体力を高めるために運動することは健康な生活を送るため

に大事なんだな。」

(運動と健康についての把握)

・「これからも体力を高めるために運動に取 り組んでいこう。」

(日常的な体力向上への意欲の喚起)

'、 ン
つ か む 段 階 の … イ ン

蚤

塗霧

醤

の子 ヒ

1<体操学習
の進め方の確認>

i〈体力と運動
についての把握>

1〈基
になる動きに取 り組み自分のカを知る〉

基本的な学習過
2っ の運動内容をべ一スに
前期の学習計画を立てる。

一
発展的な学習過

4つ の運動内容をベースに
一年間の 習.画 を立てる。

2年 間・
の軸 遮勧 墓凝

撰繊
霧

濡
「占r禍

一13一
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② 授業事例 ①

競争的に取 り扱 う 「っかむ段階」の工夫 (第5学 年前期9時 間扱いの1回 目)

学 習 活 動

1.本 時の内容を知る。
準備運動をする。

2.運 動 を グル ー プで 楽 しむ 。

巧みな
動 き

力強い

動 き

ゴーゴー馬跳び
(馬跳び)

陣取りバ トル
(押 しずもう)

ザ ・ジ ヤ ン プ

(垂 直 跳 び)

3.整 理 運 動 を す る。

4.本 時 の 学 習 を 振 り返 る。

軌

。た

知
る
し

を
す
う

方
入
ど

い
記
は

よばれす。を

使
を
に
る
方

の
と
る
え
き

ト
こ
め
考
動

一
た
高
か
な

た倦
創
魚

要
け

必
付

が
を

力
力

な
な

吻力なつのとき動る
0

ノ
い
を
い
ん
」
ん
ん

」
な
る

習
付
き
よ
ど
か
ど
ど
か
に
知

学
気
動
ら
「
い
「
「

い
基
を

○

○

…

○

教 師 の 支 援 と 児 童 の 反 応

事例1r馬 跳び』

!.チ

連続 してどんどん 立ち止ま らないで
いくのがこつだね。 素早 く跳ぼう。

馬になっている人は,足首をし
っかり持 って

頭を中にいれよう。

連続で跳んでみて
どんな感 じが した?

勢 い よ く リズ ム に
の って 跳 ぶ と う ま く

い くよ。

と

ーノ

ン
く

と

。

ポ

よ

る

ね

ン
子

べ

い

ポ

調

跳

い 轟

学習ノー トより
・全部楽 しか った。1回 戦 目は大変
だ ったけれど2回 戦目は馬跳びの
人を跳び箱だと思 ったら次々に速
く跳ぶ ことができた。

・2回 目はどんな動 き方をすればよ

いかいろいろ考えたので,結 構よ
い結果だった。みんなと考えるの
が,お もしろかった。

事 例2r押 しず も う』

q
O

どうした ら勝てるかな?

友達の
頑張っているところを
よく見て,
応援 してあげよう。

足をなるべく前に 腕の力 と足の力
出して,ふ んばると が必要だね。
いいよ。

体勢を低 くすると
全体重をかけて ふんばれ るよ。

カいっぱい押そう。
肩 を押 す こ と。

服 をっ か ん だ り,
ひ っぱ った り しな い

よ うにね 。

B君,い いことに
気が付いたね。みんなに
教えてあげてね。

事例3『 垂直跳び』

どうした らより高 く跳べるだろう?

とにかく
フ4・あ き らめ 餐 い,

気 を抜 か な い。

膝をおもいきりエイッて勢いよく
力を入れて。 上げるといいよ。

足を高 く上げ,
全身を使って跳んだよ。

友達のいいところを 跳び方にこつが ももが胸につくように
よく見ているね。 あるのかな 足を縮あてみよう。

目標の高さをク リアー したら
次の高さに挑戦 しよう!

よし!今 度は
3点(へ そ)に 挑戦!

壌

学 習 ノー トよ り
・陣 取 りバ トル でA子 さん が体 を低

く して す ご く上 手 に押 して い て,

す ごい と思 った 。 わ た しは,全 部

楽 しか った 。
・わ た しは ,陣 取 りバ トルが 苦 手 で

す 。 ど う して も 負 け て し ま い ま

す 。 そ こで,ど う した ら勝 て るか

な と考 え,こ れ か ら押 す 力 を 付 け
て い こ う と思 い ま した 。

・負 けた けれ ど,力 い っぱ い で きた

しよ い勝 負 だ った の で 楽 しか った 。

ジャンプカが必要だね。

熟
を

く

ン

腕

ま

ヤ

・つ
ジ

学 習 ノー トよ り
・自分 が 思 って い た よ り高 く ジ ャ ン

プ す る こ とが で き た の で,う れ し

か った 。 み ん な と楽 しめ た 。
・ 「ザ ・ジ ャ ンプ 」 で へ そ の 高 さに

挑 戦 した が,跳 べ な くて悔 しか っ

た。 も っ と ジ ャ ンプカ を 高 め た い 。
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授業事例 ②

「高め る段 階」 (第5学 年前期9時 間扱いの4回 目)

学 習 活 動

本時の 内容を知 る。i.
準備運動をす る。

選択 した動 きに取 り組む。2.
○ 「巧み な動 き」を1つ 選択。

基 になる動 き

馬跳 び ・長なわ跳び
タ ッチ"一 ン

○振 り返 る。
・工 夫 した動 き を紹 介 し合 う。

・競争 した り,挑 戦 した り して 楽

しむ。

○ 「力 強 い勤 き」 を1つ 避 択 。

婁L羅]
○振 り返 る(体 力について考える
・工夫 した動 きを紹 介する。

・競争 した り,挑 戦 した りして楽

しむ。

3.整 理運動をす る。
4.本 時の学習を振 り返 る。

・啓分で考えた動 きの工夫や力の

高 ま りにつ いて確かめ る。
・自分の体や動 きの変化な どにつ

いて考え る。

教 師 の 支 援 と 児 童 の 反 応

回数や時間の高 まりだけで
な く,体 で感 じた変化に も

目を向 けようね。

よ り素早 く
跳 ぶために
どん なことに

気 を付 けたら
いいか な。

事例1『 馬 跳 び』

① 回数 ・時 間に挑戦 して楽 しむ

前 よ りも20秒間で

跳べ る回数が3回 増えたぞ。

前よ りも同 じ回数 なの に
2秒 速 く跳べ るように

丞氏

農分で決めた

回数 を縮めたいな。

② 方法を変えて楽しむ

跳 び終 わ っ た ら;n
1回,回 っ てみ よ う◎ 裁

工炎 した動 きが
あ ったら教えてね。

休み時間に も
で きそ うだね。

馬跳 びは素早 さを
高め る運動なんだ! 跳 び箱の運動の

ときに役立つね。

人数 を変 えて
跳んでみよ う。

次 は1対1で
競争 した いな。

競争 して楽 しむ

!,l

c鋏

馬 の高 さを変えて 何秒速 くなったか
跳 ぶのはナイス!と いう競争 もや ってみたいな。

,ζ ン

"

ー

それ ぞれの跳ぶ力 に
合 わせて高 さを変えれば

◇◇ さんの考えたや り方は

体力が高ま りそ うだな。

● ● さん,励 ま して あ

げ て,い い 人 だ な 。

勝 ち ・負けだ けで なく
体 の感 じ方の変化 も

覚えてお くのですよ0

ぜf
..」

事例2r押 しず もう』

①1対1で

☆☆ さん
強 くな ったね。

よか った ところを
教えてあげ るのよ。

腰を低 くして足を前
に出 してい くんだ。

足の力を
強 くす るんだな。

「

爽 ・藁齋 ・

腕の力 も

高あてい ると思 う
。

③ 体の押す部分を変えて

▲▲ さ ん た ち 楽 し

そ うに や って る な ・

次 は捧 引き
をや ってみよ う。

みんな,い ろいろな
や り方でチ ャレンジ

用具を使 って

背中の力 も必要な
んだな。

今度は△△ さん と

対戦 してみたいな。

友達のよい ところは,よ り力強 く動 くには
どんな ところかな。 どうした らいいかな。

グループ対抗で も
や りたいな。

学 習 ノ ー トよ り
今 顕の体育は体全体を使えた し,い ろいろ
工夫 したので,そ れぞれ どんな力(足 の力
など)を どの ように使 ったかが分か った。
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授業事例 ③

「っかむ 段階」 (第6学 年前期8時 間扱いの2回 目)

学 習 活 動

1学 習内容を確かめる。
2「 力強い動きを高めるため

の運動」の基になる動 きを

知る。
3準 備運動をする。

4基 になる動きに取 り組む。

・自 己の 体 力 を知 る
。

☆垂直跳び ☆押しずもう
☆砂袋運び ☆登り棒
☆膝をっいた姿勢での
腕立て伏せ

5整 理運動を行う。

6本 時の学習を振り返 る。

7学 習計画を立てる。

1時 間目の 「巧みな動 きを

高めるための運動」と2時
間目の 「力強い動きを高め
るための運動」を基に学習

計画を立てる。

支 援

運動を正確に行うための言葉かけの例
「正 しい姿勢で運動 しましょう。」

「時間や距離を確認 しましょう。」

力いっぱい運動するための言葉かけの例
「自分の体力を知 るために力いっぱい運動 しよう。」
「自分の最高記録をノー トに書こう。」

「○△回できたのは,す ごいね。」

友達とのかかわり合いを大切にする言葉かけの例
「正 しく運動 しているか見てあげよう」
「友達の動きで気が付いたことを教えてあげよう。」

「友達の記録を計測 してあげよう。」
「グループで協力 して運動 しよう。」

Aさ んの場合

児 童 の 活 動(反 応)

支援のポイント

◎
・腕立ては肘を伸ばす とっらいな。
・瞬発力だから助走はっけないんだ。

・砂袋は自分に合った重さを選ぶんだ。

・自分の体力が分かってきたぞ。

・っ か れ る けれ ど楽 しい な。
・何 回 もや った け れ ど,い い記 録 が で な か った。
・力 を つ けて 回 数 を増 や した い

。

⑤

・基 に な る動 きの 数 値 が

低 い と ころ か ら。
・学 習 ノー トの 感 想 か ら。

⇒

・み ん なで や った の が楽 しい 。

・Aさ ん と同 じ記録 で うれ しか った 。

・Bさ ん に
,腕 立 て は つ か れ て くる と肘 が 曲 が

る と教 え て も ら った。
・Cさ ん は15kgを 選 ん だ の で す ごい と思 った 。

時 間 345 678

巧みな動き バ ン ブー ダ ンス 馬 跳 び

力強い動き 垂 直跳 び 押 しず もう

a

Aさ んの思いや願 い

・友 達 と一 緒 に や るの が

楽 しい。
・ジ ャ ンプ カ が な い の で 付

け た い。

Bさ んの場合

支援のポイン ト

・基になる動 きを見て,

素早やさを高めさせたい
か ら。

・普段の生活の中から。

⇒

時 間 345 678

巧みな動き
一

タ ッチ コー ン 短なわ跳び

力強い動き 腕立て伏せ 砂 袋 運 びi

a

Bさ んの思いや願い

・腕 の 力 はあ る と思 うが

も っ とつ け た い。
・素 早 さを 身 に付 け た い。
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授業事例 ④

「高 める段階」 (第5学 年後期8時 間扱いの8回 目)

学 習 活 動

1本 時の内容を知る。

2準 備運動をする。

3動 きを工夫 して運動に取り
組む。

○ 「柔 らか さ」
(例)・ 前後 屈,捻 転

プツテ

走

ス

ス

ム
一
ズ

」

ペ

リ

続

・

・

持

)

「

例

○

(

4整 理運動をする。

5振 り返 る。

6体 操学習のまとめをする。
○体操の必要性と体力の高め

方をまとめる。
○今までの生活を振 り返 りな

が ら,こ れか らの自分の健
康にっいて考える。

教 師 の 支 援 と 児 童 の 反 応

「前 後 屈,捻 転 」 や った一,記 録が伸 びた!

麹
いいそ!そ のペー スで!

決 して競争で はな いよ!

4
自分のペー スを守

って走 ろう!

もう少 し伸ばせるぞ!

.舞

もっと肘を上げるんだよ

「 リ ズ ム ス テ ッ プ 」

輪 だいたい同 じペー スで

走 ることがで きた よ!

ψ 強く体を回す翻

少 しペー スが落
ちて きた よ。

ロゆ

酒
ピ

4

欝

小 さいボールで
や ってみよ う!

蛎 寮

〆 ・一'一 層一'＼

き ちゃんステ・プだぞ!、'＼
・～ ._. _.ノz〔 ヨ'

ノ ロ0ロ 　 ロ 　

rrハ イ,ハ イ,ハ イ,ハ イ...」 、

の＼一_迂 項塗 三聾ン

権i齋 漏・融

蓼
亀
＼._噸_._.ノ

　ノ コ　 コへ

∠4人 でまね して＼

＼ρ ・てみよう!/
＼ 鴨_ 辱4'

翻 ノ
〈学習 ノー トか ら〉

これ か らの 自 分 の 健 康 に つ いて 考 え て み よ う
・ふだんか ら運動を し,体 を丈夫 に したい。 ・これ か らは運動を して体力を高め る。
・休み時間 は外 に出て元気 に遊ぶ。 ・食事 は適度 な量でバ ラ ンスよ くとる。

・睡 眠時間を十分 にとる。・健康の ため に清潔に心掛 け る。
・手洗 い,う が いをす る。 ・早寝,早 起 きをす る。・体操学習 で学んだ ことを生か したい。・病気や けがを しない ように健康 な体 に したい。

・一 日を リズムよ く過 ご したい。・食事
,睡 眠 ・休養,運 動をバラ ンスよ く。

・暇があ った らジョギ ング したい。・休 日に山道 などを走 ってみたい。

罐
¢
継

W
.



(3)運 動内容の工夫

① 基になる動 きの設定
〈力強い動きを高めるための運動 〉

膝をっいた姿勢での

腕立て伏せ

「'一 く 基 に な る 動 き の 条 件 〉 一"一"…}… 「

<方 法>20秒 間で何回できるか

篶霧薯ミ奮票薯妾をゑことにより・胸や腕の筋力をiO誰 にでもできる運動であること。

1:1購隷 欝 灘ll謀ll
i。 鑑 學習を進めていく上相 己評価しやす噂

動 で あ る こ と。

L.._.._.._.._.._.,_.._.._.._.._.._.._..

1

.

.1

.

.1

.
i

」

一

〈基になる動 きを設定 した根拠 〉

なぜ,膝 をっいた姿勢での腕

立て伏せなのか

表①か ら分かるように,腕 立
て伏せ自体が一回 もで きない

児童が男子で13%,女 子で32

%い る。 「誰にでも取 り組め

る腕立て伏せ」とするため,

膝をっいた姿勢を考えた。

※小学 校5年 生 男子53名 女子50名 計103名 実施

表① 腕立 て伏臥腕屈伸 の回数(何 回で きるか)

0 1～5 6^-10 11^-15 16^-20 21^-25 26^30 31^-35 36^-45 51～

男 7 14 10 6 6 1 4 3 2

女 16 22 5 1 2 3 1

表② 基 にな る動 きに関す るデー タ(時 間 と回数の関連)

なぜ20秒 間が適切なのか

○児童にめあてをもたせていく

上で,一 人一人の力の違いが

表れる時間の設定が必要にな

る。ある程度数値のばらつき
が見 られる時間を考えると,

表②から15秒 間以上が適切
であると考えた。

○時間と負荷のかかり方の体感として,次 のような児童の思いが確かめられた。
・15秒 間では 「楽」 「普通」
・20秒 間だと 「少 し疲れる」

・25秒 間だと 「きっい」 「かなり疲れる」

時間が短 いと負荷への体感として 〈楽〉に運動 していると感 じる児童が多 く,逆 に長いと運動に対する〈苦

痛〉が生 じやす くなる。筋持久力を高めていくためには,適 度に負荷のかかった状態で運動 していくことが求め
られる。そのたあ,20秒 間が適切であると考えた。

5^-10 11～15 16^-20 21^-25 26^-30 31^-35 36^40 41～45 46^50

10秒
男 15 30 6 2

女 zi 29

15秒
男 3 9 20 18 3

女 z 16 28 4

20秒
男 2 11 12 11 is i

女 3 io 22 15

25秒
男 i i 7 19 9 is 3 i

女 2 4 10 15 is 3

〈学習後の結果〉

表③ 基 になる動 きに関す る学習前 と後のデ ータ(20秒 間で何 回できたか)表 ④基にな る動 きの数値 の変容

5^-10 11^-15 16^-20 21^-25 26^-30 3ユ～35 36^40 41^-45 46^-50 男 女

男子
前 2 11 12 11 16 1 数値が伸びた 38 39

後 i 4 13 14 ii 6 4 変 わ ら な い 3 5

数値が減 った 12 6

女子
前 3 io zz 15

後 z z 13 21 6 i

表③表④のデータを見ると,学 習によって数値の伸びが見られる児童の割合は高い傾向がある。なお,表 ④の

数値が変わらない ・減 った児童は,基 になる動 きの確かめ,高 い数値を残 しており,そ れ以上数値の伸びが見 ら

れなかったと考えられる。

また,児 童の感想の中には,
「腕を曲げるのが楽になった」 「20秒 間の運動が前より楽になった。」 「回数は下がったが,前 より疲れにく

くなった。」といった,動 きの高まりについての表現を している児童が多 くいた。
以上のように,こ の運動は,数 値の伸びと動きの高まりの両観点において体力の高まりをねらっていく運動 と

して提示 してい くことは適切である。
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② 基 にな る動 きの発展

〈動 きを持 続す る能 力を高め るための運動 〉

匡 墜]一 ・
,工 夫 の観点i→ 体力の高まりの観点 → 具体的な運動の工夫例 → 児童による工夫

蓋になる動き ベ ー ス 走

〈5年 〉

蜜

桝

記
録
者

端螺
(方 法)
・二人一組(走 者、記録者)で ペースを確認す る。

(走 者が30秒 問で スター ト地点 に戻 って こら

れ るかを見 る。)
・35mの コースを 自分 に合 ったペ ースで4分 間

続けて走 る。
・めやす と して70mを30秒 間で折 り返す。

(140mを1分 間)
・運動直後 の心拍数 を測 定する。

(留意点)
・1つ のコースで1回 に5、6人 走 ることが可能。

15年 時の記録 を活用 して

〈6年 〉

記

録

者

記 録 へ 挑 戦 す る

距 離 時 間

距 離 を長 くしても 自分に合 った
一 定の ペース で走る .

時聞 を長 くしても 自分 にsっ た
一定 のベ ースで走 る

.

〈ペー ス走〉(例)

駐も
・・一 ・・。.一 ⑬

(方 法)
・自分 に合 った一定の ペー スで走 る

こ とができ るコー スを選択 す る.
・運動 直後の 心拍数 を測定 する.

(留 意点)
・コ ース をい くつ設 定す るかは 児童

の実 態 に応 じる.

(方法)
・5年 時の記録を活用 し、その記録を墓に自分に合

ったペースで走ることがで琶そうなコースを運択

し5分 聞続けて走る.
・二人一姐でペースの磯認をする.
・運助直後の心拍数を測定する.

「自分 のペ ースが つかめた らサ ー

キッ ト走 も楽 しん でみ よう.」 1t「 鵠 轍 野 のべ一スを

場

場 が変化 して も 自分 に合 った一定 のベ ースで走 る,

〈サーキ ッ ト走〉(例)

タ

イ

ヤ
賠

(方怯)
・校庭の固定施設、自然物、ハード

ルや平均台などの用具を活用して
コースを設定する,

・二人一岨でペースを磁認 し合う.
・運助直後の心拍致を渕定する.

(智 意点)
・場に ついて は、敦 師が蓋本 の コー

ス を設 定 し、児 童が工夫 をす る.

〈基 にな る動 きのデ ータ 〉

◎無理のない速 さ(指 導書の例示)に ついて

指導書の例示 には 「無理のない速 さでの5,6分 間程度の持久走」とある。 「無理のない速さ」 という

言葉は児童 にとってみ ると 「楽にで きる程度」 「苦 しくない程度」 という感 じをもちやす く,運 動負荷と

して十分でない場合が多 い。そ こで,心 拍数を一つの目安 として 「無理のない速 さ」を探 ることに した。

また,「 自分 に合 ったペースで」 と児童になげかけたガがより感覚的に受 け入れ られると考えた。

◎心拍数について

自己の体 にっいて体感的な ものだけでな く,あ る程度客観的な数値 として表れる心拍数 に意識を向ける

ことは,生 涯体育 にっなげる意味で も大切である。また,自 己の体に合 った適切な負荷を見付けてい く上

で心拍数を一っの目安 として児童に意識付 けを してい くことも大切であると考えた。

◎心拍数 と距離 に関す る基になる動きのデータ

5年 基 になる動 き ペース走4分 間の結果(168名)

運動直後の心拍数の平均 一一一一一160.11回/分(最 大202回/分 最小123回/分)

1分 間の距離の平均180,lm(最 大215m最 小ll5m)

時間設定 にっいては,児 童の実態や,工 夫の段階で 「時間」に目が向くように考え4分 間 とした。

6年 基になる動き ペース走5分 間の結果(131名)

運動直後の心拍数の平均 一一157.14回/分(最 大210回/分 最小138回/分)

1分 間の距離の平均181.3m(最 大225m最 小105m)
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●

〈体 の柔 らか さを高あ るための運動 〉

楽 し さ

基 醇凱な る 動 き

一ウL夫 の観点 →

[

体力の高まりの観点 一 具体的な運動の工夫例 一 〔艦 よる・夫 〕

体 を 前 に 曲 げ る運 動
記 録 へ 挑 戦 す る

}

:"冒 真`'1 :姿 勢1

より深 く曲げる。 より深 く曲げる。

(方法}

①台の1二に両足をそろえて 立っ。

②ひざを伸ぱしたまま、反勤をつけずにゆっくり

体を藪に麟げ る◎

③ILま った状態で指先のu盛 りを説む。

(っ ま先より.ドはプラス、 上はマイナスと して測る。)

〈学習成果〉高め る段階で3時 悶取 り組んだ後の児童の詑録 の変容

(5・6年 生 Σ02人 〉

『ポールを使 ってやってみよう。』
7す わ ってやってみよう.3

一i

i
噛

1占 あ
1

・台の高 さやポールの大きさを工夫 して行う。

ノ
ノ

・長座 し、静かに体 をホ1に働す。

・手とっ ま先のつき其合を見る。

} 1動 き の 楽 し さ を 味 わ う}

ヂ入 薮"1i'ザ 巽 『云'『'i

記録の変容c馨 0 1 2 13 4 5 6 718
曇

9110%11iz

人 数 9 is is 18 iz 12 5 4 2 3 3 2 i

記録の変容の 撃均鰹 …3.7Ctfi

・t一 ル渡 しをす る。

・二人の閣陽を少しずつ豫 して行う。

リズムに舎わせて繰 り返 し運効を行う。

罫膏楽瓢合わせてやってみよう9垂

『他の動きと組み合わせてみよう。3

鴇

→

・音楽nわ せてゆっくり繰 り返 し行 う。

・穂鐙動きと縦み合わせて響 う◎

〈児 童 が考 え た動 きの 工 夫 例 と児 童 の 反応 〉

◇ ゼ台 か らい ろ い ろ な用 具 を っ か ん で み よ う。h

→ 高 さ と用 具 を変 化 させ,そ れ を 組 み 合 わ せ る。

・高 さ を 変 え る。

ポ ー トt一 ル台 と謁 節 箱 を 使 い,自 分 の

記 録 に応 じて 高 さ を設 定 す る。 ・

・用 具 を 変 え る。

少 しず っ 小 さ い用 具 を置 いて い く。

ボー ル3号2号1号,

〔ソフ トボー、
,舶 玉 〕i

児童の反応

・自分 に合わせて高 さやつかむ用具を考え

て変え られ るか らいい

・どこまで曲げてい くのか 目標物があ るか

らや りやすい。

◇F他 の運動 と組み合わせてみよ う。 」

→他の運動 と組 み合 わせ,回 数を決めて

運動す る。

体を前に曲げる運動

↓

体を反 らす運動

足を敵 動 一

児童の反応

体を前 に曲げ る運動 と体を反 らす運

}動 を交互にや るとす ごく伸び る。

・自分の体力に合 わせて回数 ・リズム1

や用具を工夫で きるか らいい。
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〈巧みな動 きを高めるための運動 〉

[素早い動 き] [蕪]ゆ1工 夫 の観点}→1体 力の高 まりの観点1→1具 体的な運動の工夫例1→ 児童 による工夫

基 に な る動 き

タ ッ チ コ ー ン

論 幽
i`r.

=

1記 録 へ 挑 戦 す る1

[用 県 ・姿勢:i「

1よ り素早 く動 く1
「

l

l.用具 ・.方法 」I

lよ り素 早 く動 く1

II

1.r条.件ザ

1よ り素 早 く

「コ ー ンを 低 く して

み よ う」

論
幽(全

重心を下げて,素 早 く

動 こう

「動 く方向を変えて

み よう」

幽翠 幽
移動の方向を変え,ス
テ ップを工夫 して素早

く動 こう

「コ ー ンの 間 隔

み よ う」

3.5m

幽=

画f4m
ステ ップを大 き

素早 く動 こう

3m

(方 法)
・一方 の コー ンに片 手 を つ い

た状 態 か らス ター ト。
・コー ンの間 を移 動 し,反 対

側 の コー ンに片 手 で タ ッチ。
・これ を繰 り返 し,20秒 間 で

コー ンに タ ッチ した 回数 を

数 え る。

(留 意 点)
○

1動 き の 楽 し さ を 味 わ う1

[方:'`
コー ンを押 さえ る(動 き やす いの で)

.法}『1… 1'入類.・:方1

・最初 は高いコーンで(動 きの工夫を考慮)

(基になる動 きに関す るデータ)
・コー ンの距離 につ いて

5,6年 生の平均身長(140～150cm)の 約2倍 の3mが 適

当(2歩 ステ ップの繰 り返 し)
・実施 の時間(20秒 間)に つ いて(5年 生142名 の感想 を基 に)

友達 と い合 って

素早 く動 く

グル ー で い 口 って

素 早 く動 く

かな り楽 楽 普通 少 しきつ い かな りきつい

is秒6547217

20秒173560282
30秒711375631

1回 の運動 と して は,児 童の実感 と して普通か ら少 しき
つい くらいが運動効果の ある時間だ と考え ることがで きる。

上記 の結 果か ら実施 時間は20秒 間が適当であ る。

「友達 と向かい合って

競争 しよ う」

縛鴛
いろんな友達 と試 してみよう。

友達 との差を縮めよ う。

「グル ー プ リ レーで

競 争 しよ う」

繋冨 誘②凸
中央か らスター ト。①が10回

目に② にタ ッチ。①の ところ

に③が入るの順 で リレーをす

る。

〈児童が考えた動 きの工夫例 と児童の反応 〉

① コーンの間を少 しずつ離 してみる

凸
3m→3.5m→4m

⇒ 「距離 を伸 ばす とものす ご く大 変 にな った け ど,す ご

く楽 しか った。 またや りた い。 」

「素早 く動 くよ うにがん ば るぞ。 」

② コー ンの高 さを低 くしてみ る

め備 幽
(ミ ニ コ ー ン ・ボ ー ル な ど)

⇒ 「ふ つ うの コー ンよ り低 いの を使 った らす ご くきつか

った」

③ 左右の コー ンの高さを変えてみる ⇒ 「低 い コー ンはす ご くきっ い。低 いの で もス ムー ズに

で きるよ うに した い。 」

④ コー ンの数を増や してみる

幽ど 軸

⇒ 「進 む方 向が 変わ ると,

か った。 」

もっと きっ くな った け ど楽 し

⑤10回 の タイ ムを計 って み る ⇒ 「サ イ ドステ ップで行 った り来 た りす る と素 早 く動 け

るよ。 」 「反復 横跳 びの よ うにや るとい いね。 」

⑥紅 白玉を1つ 手に持ち左右に動 いて ⇒ 「玉をす り替え るようにやった。その後基になる動 き

玉を置き換えてみる でや ってみたら'2秒 も速 くなっていた。」

.r薄.
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(4)評 価 の工 夫

① 体操の評価の基本的な考え

【評価 の観点 にっ いて】

「関 心 ・意 欲 ・態 度 」 … …

「思 考 ・判 断 」
体操学習への取り組み方,運 動の工夫や協力の仕方などを評価する。

「運動(体 力)」 …… 体力の高ま り(数 値の伸びや動 きの高まり)を 評価す る。

「知識 ・理解」 …… 〈保健領域〉だけに示されているが,体 操の必要性や体力の高め方などを
理解することが大切であると考え,体 操領域でも評価する。

〈具体的なよさの表れ〉

[関心 ・意欲 ・態度]
○ 自己の体力に関心を もち,体 力の向上を 目

指 して楽 しく力いっぱい運動 している。○互
いに協力 し,認 め合い励ま し合 って運動

している。

○約束を守 り,安 全に気を付けて運動 してい
る。

H

[思考 ・判断]
○自己の体力に応 じためあてを もち,動 きを

工夫 している。

○学習の見通 しを もち,計 画を立てたり,修
正 したりしている。

○体力の高まりを自己評価 し,学 習 している。一
[知識 ・理解]

○体操のねらいや必要性を理解 している。
04つ の運動内容の特性を理解 している。○学

習の進め方を理解 している。
○動 きのポイン トを理解 している。
○体力の高め方を理解 している。

工
[運動く体力 〉]

○動 きを正確に行 っている。○基
になる動 きに取 り組み,体 力を高めている。

【自己評価 ・相互評価 ・教師の評価のかかわ り】

自 己 評 価

めあてを決定する→取 り組む

確かめる

0

自己評価活動
繰り返されると

b
自分のよさに 気付き自
分のよさを 認め

自分のよさを 広げる↓

自信をもち,意 欲的になる。

○自己の体力の高まりが実感できる。

9

相 互 評 価

○児童がかかわり合いをもち,認 あ合
ったり教え合ったり励まし合ったり
する活動である。

↓
その中で

b
友達のよさに 気付き
友達のよさを 認め
友達のよさを 広げる

iyこ とができる・

自己評価活動を円滑に進めることになる。

教 師 の 評 価

○より的確な自己理解ができ、次の学習への意欲を高められるように
支援する。○
より確かな支援をするために,児 童の学習状況を評価する。
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b。
GQ

② 評価計画にっいて

児 童 の 評 価 教 師 の 評 価

学 習 内容 ・活 動 自 己 評 価(ノ ー トによる評価)

相 互 評価 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 運動(体 力) 知識 ・理解
関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 運動(体 力) 知識 ・理解

○体操の学習内容を知 ・体操 の学習 に

る 。 興味 ・関心 を

もつ 。

(観察)

つ ○ 自分の体力を知 り, ・基 に な る動 き ・基 になる動 きに ・基 にな る動き

学習の進め方を理解 が正確に行え 力いっぱい取 り を正確に行 う。

す る 。 るよ うに教 え 組 む 。 (観察)

台 う。 ・楽 し く運 動 す る。

・安 全 に留 意 す る。

か (観察)

○学習を振 り返 る。 ・力 い っぱ い運 動 ・自分の体力を ・基 に な る動 き ・体操 の特性 や ・よさを認 め合 ・体操の特性や

した。 つ か む 。 を正 しく行 っ ね らいが分か 合 う。 ね らいが分か

む
た 。 る 。 る 。(ノ ー ト)

○ 自分に合 った学 習計 ・体 力の高め方 ・体 力の高あ方 ・体力の高め方

画を立 てる。 の見通 しを も の見通 しを も が分 かる。
つo つo (ノ ー ト)

・自 分 に 合 った ・自分 に合 っ た

め あ て を もつ。 め あて を もつ 。

(ノ ー ト)

○学習のめ あてや方法 ・自分 のめあて ・自分のめ あて

内容を確認す る。 や運動内容 や運動内容
方法が分か る。 方法が分か る。

(ノ ー ト)

○学習計画 に したが っ ・動 きが高まる ・力 い っ ぱ い運 動 ・動 きを工夫す ・工夫 した動 き

て運動す る。 よ うに助言 し す る。(観 察) る。(観 察) を正確に行 う

高 合 う。 (観察)
・よ さを認あ合

う。

○学習を振 り返 る。 ・力 い っぱ い運 動 ・動 きが高 まる ・動 きを工夫 し ・よさを認 め合 ・よ さを 認 あ合 う。 ・自分 に 合 った

あ した。 よう工夫 した。 て運動 した。 う。 (観察) あ あ て を もつ 。
・仲 間 と協 力 して ・自分の体力の

(ノ ー ト)

運 動 した。 高 まりが分か
る 。

・自分 に合 った

る め あ て を もつ 。

○学習の まとめをする。 ・今 までの学習 ・体操 の必要性 ・よさを認め合 ・よ さを 認 め 合 う。 ・今 までの学習 ・体操 の必要性

を振 り返 り, が分 かる。 う 。 (観察) を振 り返 り, が分か る。
これか らの 自 ・体力 の高 め方 これか らの 自 ・体力 の高め方

分の生活につ が分 かる。 分の生活につ が分か る。
いて考え る。

覧

いて考え る。 (ノ ー ト)

(ノ ー ト)

[留意点〕*自 己評価 について は,今 回は振 り返 りの時間においての学 習ノー トなど,直 接文字 に表れ るものだけに絞 って考えた。



Vま と め

1研 究の成果

「 一 児童の変容

豊鍛
思い切 り体を動か 記録が伸 び,

して楽 しか った。 うれ しかった。

友達 にほめ られた

り認め られた りした

のが楽 しか った。

体力 って本当に

必要なんだな。

友達のよい動 きを

取 り入れてみた。

毎 日少 しずつで も

続けるのが大切だと

分かった。家で もや

ってみたい。
「体操」という

言葉のイメージ 自分が高めたい動きを

が変わ った。 自分で選べてよかった。

教師の変容

豊
体操学習の全体像が見え,学 習を進めて行 く

上での見通 しが もて るようになった。

体力の高まりを 「数値の伸び」や 「動 きの高

体操学習の楽 しさについて新 しい視点を もつ

児童の実態を考慮 しなが ら,児 童が主体的に

取 り組 める学習過程を工夫 し,学 習を進あるこ

自己評価の観点が明確 になり,児 童に とって

使 いやすい学習 ノー トがで きた。

〈研究 の成果 の まとめ 〉

一学 習 過 程一

〇体操学習の全体像が見え,進 んで体力を高めることのできる学習過程の工夫
・2年 間を見通 した系統性のある学習過程

・児童の実態を考慮 した5年 生の工夫例や6年 生の発展例

一運 動 内 容一

〇運動内容のより具体的な提示(分 か りやすい運動の工夫例)
・体力の高まりの観点の明確化(数 値の伸び,動 きの高まり)

・データの裏付け(基 になる動 き,運 動を行ったときの傾向)

一評 価一

〇体操学習の楽 しさを重視 した評価
・評 価 の 重 点 化

・児童にとって分か りやす く使いやすい学習ノー ト,自 己の伸びが視覚的にとらえられ るレーダー

チ ャー トの 活 用

2課 題

◇ 日常化 にっなが る具体 的な手 だてが必要であ ることが分か った。 日頃運動 す る計 画 を立て

たり行 った ことを記録 した りするカー ドを作 る等の工夫をす る。

◇4っ の運動内容についてそれ ぞれ基 になる動 きのデータを集め設定 したが,そ の有効性 に

つ いて らにデー タを集め検証 す る。

◇用具の作製 ・準備 に時間がかか るものがあ る。で きるだけ簡素化を図 り,取 り組 め るよ う

にす る。

◇体操の学習過 程におけ る選択 の在 り方を さらに究 明す る。

一24一


